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会 議 名 予算特別委員会（第２日） 

開催日時 平成 25 年３月 12 日（火） 午前 10 時 00 分～午前 11 時１分 

会  場 第５会議室 

 

１ 出席者 

  ２番 黒川美克、 ３番 柳沢英希、  ５番 柴田耕一、 

  ７番 杉浦辰夫、 ９番 北川広人、 １１番 鷲見宗重、 

 １３番 磯貝正隆、１５番 小嶋克文 

 

２ 欠 席 者 

  な し 

 

３ 傍 聴 者 

  浅岡保夫、幸前信雄、杉浦敏和、鈴木勝彦、内藤とし子、 

  内藤皓嗣、小野田由紀子 

 

４ 説明のため出席した者  

市長、副市長、教育長 

企画部長、人事 GL 

総務部長、行政 GL、財務 GL 

市民総合窓口センター長、市民窓口 GL、税務 GL、税務 G 主幹 

福祉部長、福祉企画 GL、介護保険 GL、保健福祉 GL 

こども未来部長 

都市政策部長、都市整備 GL、都市整備 G 主幹、上下水道 GL 

会計管理者 

監査委員事務局長 

 

５ 職務のため出席した者 
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  事務局長、書記１名 

 

６ 付託案件 

  議案第２２号 平成２５年度高浜市一般会計予算 

  議案第２３号 平成２５年度高浜市国民健康保険事業特別会計予算 

  議案第２４号 平成２５年度高浜市土地取得費特別会計予算 

  議案第２５号 平成２５年度高浜市公共下水道事業特別会計予算 

  議案第２６号 平成２５年度高浜市公共駐車場事業特別会計予算 

  議案第２７号 平成２５年度高浜市介護保険特別会計予算 

  議案第２８号 平成２５年度高浜市後期高齢者医療特別会計予算 

  議案第２９号 平成２５年度高浜市水道事業会計予算 

 

７ 会議経過 

 

委員長 委員会の円滑なる運営のため、総括質疑との重複を避けていただ

き、質疑についてはまとめて行っていただくとともに、質疑漏れのないよ

う、お願いいたします。また、質疑に当たりましては、ページ数をお示し

していただき、必ずマイクを使って的確にお願いをいたします。本日は特

別会計より逐次お願いします。 

 

 

《質疑》 

議案第２３号 平成２５年度高浜市国民健康保険事業特別会計予算 

歳入歳出一括質疑 

問（９） 予算書２５８ページ以降、国保全般について伺いたいと思いま

すけども、この３月補正予算において支払準備基金より５０００万円近い

繰り入れを行っておりまして、その後、平成２４年度末の基金残高という

のが、いくらぐらいになるのかという部分と、それから、平成２４年度、
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単年度の収支が、マイナスになると見込んでおるというふうに思いますけ

ども、マイナスは、どれほどになるのかお聞かせいただきたいと思います。  

答（市民窓口） 基金の残高というお話ですが、平成２４年度に、基金を

４，９６８万７，０００円繰り入れいたしまして、年度末の残高は、３，

０５２万３，２２３円となる見込みでございます。基金の半分を超える額

を、繰り入れる予定でございます。実質的な単年度収支でございますが、

そのマイマス額は、平成２３年度より繰り越しをいたしました、１億円程

度がマイナスとなるというふうに見込んでおります。 

問（９） １億円程度のマイナスと。基金も、半額ということですけれど

も、平成２５年度、当初予算を見させていただくと、税率を上げるとかい

うこともないということで、平成２５年度の国保財政を、どのように見通

しをされておるのか伺いたいと思います。 

答（市民窓口） 平成２５年度の国保財政の見通しということでございま

すが、まず、平成２５年度の当初予算におきましては、歳出、保険給付費

を平成２４年度実績見込み程度だと見込んでおります。歳入では、退職分

の療養給付費交付金、前期高齢者交付金の増加が見込まれることによりま

して、歳入、歳出の均衡が保てるものと考えております。また、３月補正

予算におきまして、保健給付費の急激な伸びがあっても、支出ができるよ

うに見込んでおりますので、基金より繰り入れた額のいくらかは翌年度へ

繰り越せるものと考えております。この繰越額と基金の残額による余剰金

におきまして、保険給付費の伸びが多少あった場合におきましても、平成

２５年度は、何とかか運営できるものと見込んでおります。いずれにいた

しましても、保険給付費の大幅な減が見込まれない状況におきましては、

現行税率では基金を取り崩しながら、また基金も枯渇しかねないような厳

しい財政運営をしいられるものと考えております。 

問（９） 平成２５年度は、何とかかやりくりできるだろうという見通し

だというお話ですけども、給付金の伸びというのは、多分今後もふえてい

くということが私は見込まれると思うんですよね。そんな中で、将来基金
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もここで枯渇するんではないかという不安もみられる中、今後、この現行

の税率でいいのかというところが出てくると思うんです。そういう中では、

この前回の税率の見直しが、平成２０年に行われております。そのときに、

当時の担当部局が、今の局長ですけども、火だるまのような議会答弁をさ

れておりましたが、あのときに３年は大丈夫でしょうという話の中で、こ

れで５年目に入るわけですよね、平成２５年というのは。だから、逆にい

うといい形での見越しで、あのときに税率というのは見直しされたのかな

という思いもありますけども。今後、今回のこの予算、未来へつなぐ予算

という位置づけで立てられておる部分も踏まえて考えると、当然平成２５

年度以降のところというのは、平成２５年度にしっかりと議論がなされな

ければならないというふうに、私は思うんですが、安易な他の財源からの

繰り入れだとか、そういうことを私は言っているわけではなくて、さまざ

まな知恵を絞って、この制度をきちんと保っていくためのことをやってい

ただきたいということ思うんですけども、そこのところっていうのは、例

えば、この２年間、先ほど言ったように平成２０年度に、税率を見直して

３年は大丈夫だろうと言われて、２年経っているわけですよ。ここで予算

を立てるまで入れると。この２年の間に議論がされたかどうか。それとい

うのは非常に大事なことだと思うんですよね。そこのところを伺いたいと

思います。 

答（市民窓口） シミュレーション等いたしまして、例えば、ここを運営

協議会の場におきまして、今の現状の見通しというものをお話させていた

だいております。そんな中で、今後どのようにしていくかということにつ

きましても御意見をいただいております。例えば、他の財源、そういった

ものも今後必要になってくるかもしれないとかですね。委員の中には、安

易に保険税率を上げるということのないように考えていただきたいという

ような意見をいただいております。 

問（９） ぜひ、平成２５年度も問題なく終わるかどうかというのも、こ

れはっきり言ってわからないと思うんですよね。現行。ですから、そうい
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った点も踏まえながら、平成２６年度以降に向けての議論というのを早急

に進めていただいたいということを思います。よろしくお願いします。 

問（１１） 関連するんですけども、２５５ページの国庫支出金ですけど

も。去年と比べて減っているというのが、一つ気になっているところで、

先ほどの財源が厳しいということもあります。これ国民皆保険というなら

ば、やはり保険料の負担を少なくするため、国が責任を負うべきだと思い

ます。こうした赤字続きの補助、赤字続きになったとしても、補助をふや

さないのでは、国の責任、果たしているとはいえないというふうに思いま

す。ですので、これについて減っている、また、この補助金を増額するよ

う求めているのかどうかをお答えお願いします。 

答（市民窓口） まず、最初の１点、国庫の予算額が減っておるというこ

との理由につきましては、こちら算定の基礎となりますものにつきまして

は、給付費と前期高齢者交付金等の額、特に、前期高齢者交付金の額がマ

イナス、減額要因となります。この減額要因の前期高齢者交付金が高浜市

においては、平成２５年度、大幅にふえるというふうに見込んでおりまし

て、その分のマイナス要因が大きくなったということで、減額の予算とな

っております。国庫の国への要望事項ということでございますが、こちら、

全国市長会におきまして、昨年６月に開催されました全国市長会議におき

まして、国民健康保険制度に関する重点提言をとりまとめ、その中で、国

庫負担割合の引き上げなど、国保財政基盤の拡充、強化を図り、国の責任

と負担において実行ある措置を講じることとして重点提言しているところ

でございます。また、平成２５年２月２８日に開催されました、第５回社

会保障制度改革国民会議の全国市長会からのヒアリング、意見交換におき

まして、現状の公費５０％、保険料５０％の枠組みで国保制度を維持する

ことは困難。５０対５０の枠組みへ変更し、定率国庫負担割合の引き上げ

が必要として資料提出しております。今後も市長会など、こういった方向

で働きかけをしていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 
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議案第２４号 平成２５年度高浜市土地取得費特別会計予算 

歳入歳出一括質疑 

 

 質 疑 な し 

 

 

 

議案第２５号 平成２５年度高浜市公共下水道事業特別会計予算 

歳入歳出一括質疑 

問（１３） それでは、説明書の３１５ページ。雨水施設建設事業の委託

料で、下水道施設現況調査検討業務委託料として、４３０万２，０００円

とありますけれども、どういう内容かを、説明をお願いをしたいと思いま

す。 

答（上下水道） 下水道の施設現況調査検討業務委託料の内容でございま

すけども、春日町一丁目、芳川町三丁目、四丁目地内を雨水排水区域とす

る服部新田排水区があるわけでございますが、平成２年度に、都市下水路

として認可を取得し、都市下水路事業で雨水幹線管渠の整備を行っており

ます。周辺には、民間の遊水池があることや農業用排水ポンプが設置され

ていることから、今日まで、雨水排水ポンプ場の整備を遅らせてきました

けれども、認可取得後、２０年以上が経過し、雨水調整池として機能をし

ていた遊水池も工場等の進出により一部が埋め立てられたり、周辺の宅地

化が進んでいることなど、状況が大きく変化していることから、既存の遊

水池能力等の現況を調査するものでございます。 

問（１３） その調査の後、どういうふうになるのか、一つお願いをいた

します。 

答（上下水道） 平成２５年度に調査をいたしまして、その結果を踏まえ
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まして、次年度以降、施設の計画を検討する業務を予算化していきたいと

いうふうに考えております。 

問（１３） いずれにしても、海抜、０．５メートルというところもござ

いますので、一つ早急に調査をお願いして、その後の、今、おっしゃった

ようなことをお願いしたいと思います。次に、平成２５年度で下水道を整

備する箇所をお教えいただきたいと思います。 

答（上下水道） 平成２５年度の下水道を整備する箇所でございますけれ

ども、汚水施設としては論地処理分区で、論地町二丁目、三丁目地内及び

向山町五丁目地内で県道西尾知多線の南の市道新川線と都市計画道路、吉

浜棚尾線の間で、ハーモニックタウンがありますけども、そこを除いた地

域とこもれびの里高浜周辺。あと市道新川線で、高取公民館の南から県道

西尾知多線までの区間。都市計画道路吉浜棚尾線の両歩道に、高取公民館

南交差点から南へ約２５０メートルの区間を整備する予定でございます。

雨水施設でございますけれども、平成２４年度から整備している八反田第

１排水区を継続して整備して行きますけれども、場所でございますが、向

山町五丁目地内の都市計画道路吉浜棚尾線と市道小林２号線と市道小林３

号線に、口径８００ミリの排水管を、延長として１５９メートル埋設する

予定でございます。そのほかでございますけれども、今年度、汚水施設等

整備している箇所。雨水整備もしている箇所等の舗装復旧工事も予定して

おりますので、よろしくお願いいたしたいと思います。 

問（１３） この平成２５年度が終わりますとね、汚水施設の整備率、こ

れ、伺いたいと思いますけれども。全体整備計画面積、認可面積に対して

整備率がどのぐらいなるか、一つお教え願いたいと思います。 

答（上下水道） 下水道全体整備計画面積が、８９０ヘクタールでござい

ます。認可区域面積は、５１７．４ヘクタールでございます。平成２３年

度末で整備面積が、４２８．８ヘクタールで、整備率が、全体の整備計画

面積に対して、４８．２パーセント。認可区域面積に対しては、８２．９

パーセントでございました。今年度、平成２４年度末には、４４０．９ヘ
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クタールの整備済面積となる見込みでございます。平成２５年度の整備面

積が１４．７ヘクタールを予定しておりますので、整備済面積が、４５５．

６ヘクタールとなる予定ですので、整備率は、全体の整備計画面積に対し

て、５１．２％、認可区域面積に対しては、８８．１％となる予定でござ

います。 

問（１３） 予算説明書の３１３ページ。下水道管路管理事業の一番下に

ある、機械器具費、３３０万円。この説明をお願いしたいと思います。 

答（上下水道） 下水道管路管理事業の機械器具費でございますけども。

下水道でございますけども、本来、上流から下流へ自然流下で流れるもの

でございますけれども、地形的に無理な地域がございます。その場合、排

水ポンプをマンホール内に設置して、強制的に圧力を加えて送る施設が必

要となります。通常は、中部電力の商用電気を動力源として運転しており

ますが、停電時には動力源がないため、長時間停電となった場合は、下水

道が使用できなくなります。そのために、非常時の動力源といたしまして、

発動発電機の購入を予定させていただくものでございます。 

問（１３） この排水ポンプが、設置されているのが何箇所、市内にある

のかということ。それと、もし停電になったら、その影響を受ける方が何

人あるいは何家庭でも結構ですが、お教え願いたいと思います。 

答（上下水道） マンホールポンプと言っておりますけれども、市内に７

カ所ございます。停電で影響する使用者でございますけども。何人ぐらい

かということでございますが、直近の数字は、まだ把握しておりませんけ

れども。東日本大震災がありましたそのときに、計画停電ということが話

題になりました。そのときに調べた数字でございますが、平成２２年度末

で、停電で影響する世帯が、１，７４１戸というふうで把握しております。 

問（１１） ３２６ページですけども、公共下水道の借金なんですけども、

公債費ですけども、７９億２，３５７万８，０００円で、当該年度末の見

込み額が、７８億７，４４６万９，０００円という予定になっていますけ

ども、これ、前も聞いたと思うんですけども、これ計画もずっと変わって
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いるわけで、この公債額がピークになる時点というのは、いつぐらいにな

るのかお答えください。 

答（上下水道） 起債残高のピークでございますけども、以前、お聞きさ

れてお答えしたときは、事業費を、４億５，０００万円の事業を、毎年、

これからもやっていくというふうに想定いたしました。しかしながら、近

年の借入額等を見ますと、それほど借りていないということで、計算し直

しました。そうしますと、実際のピークは、もう既に過ぎております。 

問（１１） それも一つのあれですけども、今度こういった整備を進めて

いく上で、やはり密集地から離れた、まばらな地域があると思うんですけ

ども、そういうところは合併浄化槽の活用をすべきというふうに考えます

けども、いかがでしょうか。お答えください。 

答（上下水道） 下水道で整備する区域として、今、市街地をやっており

ますけども、下水道の計画区域としては、調整区域内も一部入っておりま

す。しかしながら、費用をですね。そういったものを比較した場合、公共

下水道の方向が安価という結果が出ておりますので、下水道で整備してい

きますけれども、下水道の認可区域内は、合併浄化槽の補助は受けられま

せんけども、それ以外のところは合併浄化槽の補助が受けられますので、

そういった制度を利用していただきたいと思っております。 

問（１１） 次に、こういう接続という問題もあるんですけども。資料で

いただいたもので、平成２０年４月以降の接続率が、ずっと６０％以下で

推移していますけど、これ、どのような分析されているのか、お答えくだ

さい。 

答（上下水道） 接続に関しましては、私たちのほうは３年以内、供用開

始なって、３年以内に接続してくださいというＰＲをしております。国の

方針もそうなんですけども、しかしながら、皆さんいろいろと事情がおあ

りになりますので、年を重ねるごとには接続率が上がっておりますので、

これからも地道にＰＲをして、今、平成２５年１月末現在、接続率、８３．

３％になっておりますので、全体にですね。そういうふうにＰＲしていき
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たいと思っております。 

問（１１） ＰＲも大事だと思いますけども、制度も一つ必要ではないか

なというふうに思います。というのは接続に関しては借り入れをして、そ

の利子に、補助をするという制度があったかと思いますけども、それと同

時に接続工事自体にも補助をする制度もつくるべきと、考えますけどもい

かがでしょうか。 

答（上下水道） 私たち、下水道の供用開始する前に、説明会を開かせて

いただいております。そのときに３年以内に接続してくださいということ

とそういった無利子で貸し出す制度を水洗便所改造資金融資斡旋制度。そ

ういった制度が、３年以内であったら利用できますよというＰＲもさせて

いただきました。また、個別に接続のＰＲをさせて回っておりまして。３

年目のときに、３年過ぎますよと、制度が利用できなくなりますよという

ＰＲもさせていただいておりますので、そういった制度を十分周知させて

いただいたということで、それとは別の補助制度をつくるだとか、そうい

ったことは考えておりません。 

 

 

議案第２６号 平成２５年度高浜市公共駐車場事業特別会計予算 

歳入歳出一括質疑 

 

質 疑 な し 

 

 

議案第２７号 平成２５年度高浜市介護保険特別会計予算 

歳入歳出一括質疑 

問（９） ３６２ページからでございますけども、第５期の介護保険事業

計画、２年目ということで平成２５年度の予算が出ておるわけですけども、

この保険給付費の合計が、２１億７，５００万円余になっておりますが、
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事業計画の値と対比して、どういう状況になっておるのかをお示しいただ

きたいのと、平成２４年度の実績見込みはどのようになっておるのか、伺

いたいと思います。 

答（介護保険） 介護給付費の介護給付の標準給付費。平成２５年度の事

業計画値でございますが、事業計画値におきましては、２１億８，５９０

万３，０９９円に対しまして、平成２５年度の当初予算は、２１億３，６

８８万１，０００円を計上させていただいており、計画値に対しまして、

９７．８％と計画値を若干下回っております。事業計画２年目に当たる平

成２５年度におきましては、平成２４年度の利用状況、過去の推移、平成

２５年４月開所の小規模特養等の費用を踏まえ算出いたしております。ま

た、平成２４年度の実績見込みにおきましては、平成２５年３月補正後の

介護給付費、標準給付費は、２０億４，８１０万６，０００円で、対計画

値１００％という状況となっております。 

問（９） それでは、予算書３６２ページにあります、２款、１項の２目、

地域密着型介護サービス給付費が、１億４，６３６万８，０００円ありま

すけども、前年対比で、８，５１７万円ほどの増額となっております。こ

れは、小規模特養とか、２４時間の定期巡回随時対応サービスによるもの

だというふうに思いますけども。対象というのは、どれぐらいを見込んで

みえるのか伺いたいと思います。 

答（介護保険） 平成２５年度におきます地域密着型介護サービス給付費

におきましては、従前の認知症対応型共同生活介護、いわゆるグループホ

ームと小規模多機能型居宅介護に要する費用、５，１７４万３，０００円

と、あと平成２５年度、新たにサービス開始となります小規模特養に要す

る費用、１ヶ月当たり２９人分、１１ヶ月分を７，７００円。（訂正後述あ

り）また、２４時間定期巡回随時対応サービスに要する費用は、年間、延

べ１１０人分で１，７６２万５，０００円を見込ませていただいておりま

して、合計１億４，６３６万８，０００円を計上させていただいておりま

す。 
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問（９） 平成２４年の計画書通りという見込みというのと、それから、

当初予算における新たなサービスに対して、それを見込んだ中での９７．

８％という対計画値というものに対しては、非常に評価をさせていただき

たいと思いますけども、２４時間の定期巡回随時対応と、全国的にはなか

なか進んでいないという話も伺っております。私どもも、視察で伺ったと

ころで聞いてみますと、やはり民間は、けっこう一生懸命やってみえるみ

たいなんですけども、なかなか公では、進みが悪いという話も伺っている

ものですから、そういったところを、やはり制度は、制度でわかるんです

けども、より高浜市民に、使い勝手のいいという形というものをやはり探

りながら、進めていただければありがたいなというふうに思います。先進

的な取り組みとしては、非常に評価させていただきますので、よろしくお

願いをいたします。 

答（介護保険） 私、先ほど答弁の中で、小規模特養に対する経費を、７，

７００円というふうで申したと思いますが、年間、延べ７，７００万円で

ございますので、訂正をさせていただきます。 

問（１１） ３４９ページですけど、介護保険料の分ですね。３４７ペー

ジ、９ページの分ですけども。平成２５年度、２月現在の介護保険料滞納

状況の資料をいただきましたけども、これ、平成２２年度、１５０人で、

５４６万円。平成２３年度の分で、１８４人分、５８１万円。平成２４年

度が、２６３人で、７６４万円になっています。これ、一つはということ

は、今回ふえているという状況で、平成２５年度の分は、どうなっていく

のか、どういう取り組みをして下げていくのかというものをお答えくださ

い。 

答（介護保険） 平成２５年度の介護保険料でございますが、この滞納が

出るというのは、普通徴収で発生するわけでございまして、税務グループ

と同行させていただきまして、臨戸訪問だとか、特別徴収に始まる前の半

年間が、どうしても普通徴収になってしまいますので、その間で納付忘れ

のないように、勧奨等を努めていく所存でございます。 
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問（１１） これ原因というのは、つかんでいますかね。こうやってふえ

ていって、今度、平成２５年度もどうなって、ふえていくようなふうです

けども。 

答（介護保険） やはり、６５歳になったときの普通徴収の半年間ぐらい

の段階での納め忘れが、多いという状況でございます。 

問（１１） やはり、愛知県で二番目に、この介護保険料高いわけで、こ

れを下げるということをやはりしないと、忘れた場合にも額も大きくなる

わけですし、滞納者がふえるという考えがあると思うので下げるという考

えはないのか、お答えお願いします。 

答（介護保険） 介護保険料におきましては、かねがね申し上げておりま

すが、使う量によって、介護保険料が決まってまいります。そうした部分

で、私ども準備基金等の取り崩しだとか、いろいろサービスを精査させて

いただきまして、第５期におきましては５，２６０円という数字で、保険

料を決定させていただいております。 

問（１１） それで、先ほど出ましたけども、３５４ページの支払準備基

金の繰り上げですけども、繰入金ですけども、３７２ページの基金積立金

と合わせてみる必要があると思いますけども、今回、２，２６２万５，０

００円積み立てする。平成２４年では、２，２６２万５，０００円の積み

立てをするという予算になっていまして、平成２５年では、今度１，８４

１万７，０００円を取り崩すという予算ですけども、これについて、ちょ

っといろいろ入れ出しがあるんですけども、計画との整合性がちょっとわ

からないんで、この予算と。そういう点ではいかがでしょうか。お答えく

ださい。 

答（介護保険） 平成２４年度の積立金２，２６２万５，０００円におき

ましては、県の財政安定化基金支出金で、１，４６０万円の交付金がござ

いましたので、その分を合わせての積み立てでございます。 
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議案第２８号 平成２５年度高浜市後期高齢者医療特別会計予算 

歳入歳出一括質疑 

 

質 疑 な し 

 

 

 

議案第２９号 平成２５年度高浜市水道事業会計予算 

歳入歳出一括質疑 

問（２） それでは３ページ、お開きください。４点ほど質問させていた

だきます。平成２５年度の給水栓数が、１万７，８４０栓とありますが、

水道加入率を教えてください。それから、もう１点、年間総給水量が５０

０万トン、１日平均給水量が、１万３，６９９トン、昨年度と同様になっ

ていますが、考え方を教えてください。また、平成２４年度と平成２５年

度の１日最大給水量と有収率を教えてください。それから３点目、排水管

網等布設工事が平成２５年度で、２，８６１万３，０００円で、平成２４

年度が、５，６４９万円で、２，７８７万７，０００円の減。水道施設近

代化工事が、平成２５年度、２億５，２０６万３，０００円で、平成２４

年度の２億４，７９７万９，０００円で、４０８万４，０００円の増とな

っておりますが、この理由を教えてください。それからもう１点、平成２

５年度と平成２４年度の純利益は、どのようになっているのか教えてくだ

さい。以上４点です。 

答（上下水道） まず、１点目の水道の加入率の話になりますけども、水

道の普及率ということで考えさせていただきますと、平成２３年度末での

行政区域人口が、４万５，９０１人に対しまして、給水人口が４万５，８

８６人でございまして、普及率が９９．９７％になっております。２問目

の年間総給水量、５００万立方メートルと１日平均給水量が、１万３，６

９９立方メートルで、昨年と同じだということでございますけれども、年
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間総給水量、総給水量でございますけども、過去の実績を参考にするとと

もに、今年度の３月末の人口が、４万５，９０１人。１０月末の人口が、

４万５，８９２人とほぼ横ばいという傾向がございましたので、前年度と

同じ、同量、年間総給水量、５００万立方メートルと見込ませていただき

ました。１日平均給水量につきましては、年間総給水量、５００万立方メ

ートルを１年間３６５日でございますので、それで割った水量となってお

ります。それと、平成２４年度の１日最大給水量でございますけれども、

現在のところで、まだ少し期間ありますけれども、７月１８日に記録した

１万６，０８４立方メートルということでございます。有収率は、４月か

ら１月末の数値になりますが、９６．４％となっております。あと、平成

２５年度の１日最大給水量、これは企業庁との契約となります承認基本水

量で、１万６，３００立方メートルで、有収率は、予算での話になります

けども、年間総有収水量を算定いたします根拠として、９４％というふう

に見込んでおります。３問目の配水管網等の布設工事で、前年度と比較さ

れたことから水道施設近代化工事につきましても、比較されたことについ

てでございますけども、まず、配水管網等の布設工事でございますけども、

これは新規給水申し込み等により、水道管の未埋設道路に整備する工事で

ございます。平成２４年度は、県道名古屋碧南線のシンワ観光さんから南、

高浜橋までの区間について、新規給水申し込みではございませんけれども、

水道管が未埋設でございましたので、その区間を下水道の整備工事をやっ

ておりましたので、それに合わせて整備させていただいております。その

ことで、平成２４年度は金額が膨らんでおります。それから、水道施設近

代化工事につきましては、下水道工事や土木工事に伴う配水管の移設工事、

重要給水施設配水管布設替工事、配水場施設改修工事について計上させて

いただいているものでございますが、大きく前年度と変わっているものは、

配水場施設改修工事で、今年度でございますけれども、高浜配水場の無停

電電源装置等改修工事として、５，０５２万６，０００円でございました。

平成２５年度は、高浜配水場の中央監視制御設備改修工事として、１億１，
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１６７万８，０００円を予定させていただいております。また、下水道工

事に伴う配水管の布設工事でございますが、今年度は範囲が広かったとい

うのか、かかるエリアが結構ありましたので、７，７８０万５，０００円

と計上させていただいておりますが、平成２５年度では、３，３０７万５，

０００円を予定させていただいております。年度により事業内容が変更し

ますので、その辺は御理解いただきたいと思います。あと、予算の利益の

話でございますけども、平成２５年度予算では、単純に水道事業収益が、

７億７，３２２万４，０００円。それから水道事業費用が、７億３，２５

８万２，０００円を差し引きますと、４，０６４万２，０００円の利益が

出ることになります。平成２４年度予算では、その利益が３，７２８万７，

０００円となります。理由でございますが、水道事業収益が、今年度と比

較して平成２５年度は、２６１万円の増で、主に水道料金である営業収益

がふえたこと、また、水道事業費用が、今年度と比較して、平成２５年度

には、７４万５０００円の減となっておりますが、営業費用でございます

けども、減価償却費等でふえましたけれども、営業外費用で雑損失、消費

税及び地方消費税の費用が減ったことから、今年度より少し利益がふえた

ということになります。 

問（２） 非常に企業努力をしていただいて、純利益も順調に出ていて、

それから、先ほどちょっとお伺いしました、にちだいの関係ですけども、

にちだいも、１万６，３００トンの承認基本水量に対して、１万６，０８

４トンということで、わりかし承認基本水量との差し引きも少ないですの

で、これも上手に基本料金が調整されておると思いますので、ぜひこの状

態で、今後も推移をしていただきたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。それから当局のほうに、ちょっとお願いをしておきたいんですけれ

ども。非常にですね、今、下水道のほうも順調に工事をやってみえて、そ

れから、上水道のほうも工事をやってみえるんですけれども、ちょっと見

たところ、職員の数がですね、僕は、もう少しあってもいいのかなと。逆

にいうと、職員をふやせば、それだけ利益が減るわけですから諸刃の剣だ



 17 

とは思いますけれども、これから公共下水道だとか、それから震災や何か

に対して、水道も耐震化工事を進めていかなければいけないわけですので、

そういったときには、やはり職員がいなければどうしようもありませんの

で、ぜひ、その辺のところも将来を見据えて、考えていただきたいと思い

ますので、よろしくお願いをいたします。 

問（５） ３７ページの建設改良費の水道施設近代化事業費の中で、工具

器具及び備品の中で、公営企業会計システムだとか、水道料金システム更

新ということで、６，２００万円ほど上がっていますれど、そこら辺の更

新の理由を教えていただきたいと思います。 

答（上下水道） 公営企業会計システムと水道料金システム更新の理由で

ございますけれども、公営企業会計システムは、平成１８年１０月に導入

したもので、システムの老朽化によるものと、公営企業会計制度が改正さ

れ、平成２６年度予算編成から新会計基準での編成が必要となることから、

現行システムでは、新会計基準での業務が対応できなくなるため、システ

ムの更新をするものでございます。あと、水道料金システムでございます

けども、平成１９年７月３１日にシステムのパッケージはそのまま使用し

て、機器のみ購入して、同年の８月２日から１０月３１日までの委託期間

でシステムのセットアップ及びデータの移行を行ったものでございます。

今回の更新は、使用機器の老朽化に伴う更新と水道の受付事務の効率化を

図ること加えて、現在、水道料金の口座振込み等の情報交換は、各金融機

関とのフロッピーディスクで行っておりますけれども、金融機関から既存

サービスの取り扱い終了に関する情報があることから、金融機関との情報

交換に新システムに対応できるようにすることと合わせて、消費税の改正

に対応できるシステムに更新するものでございます。 

問（５） それでは、多分、選定業者を考えておると思うんですけど、そ

こら辺どういった考えでおられるのか、少しお聞きしたいと思います。 

答（上下水道） 業者の選定でございますけれども、過去５年間に、愛知

県内の事業所で同様のシステムの導入実績のあるものを参加資格条件の一
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つとして、公募型のプロポーザル方式を行って、提案書を提出いただきま

して、システム機能の確認のためのデモンストレーションや価格比較、将

来性等の考慮をするなどの総合的に評価して選定していきたいと考えてお

ります。なお、業者選定委員会の設置も必要と考えております。 

問（５） 来年からですか。消費税が８％上がるとか、次に、また１０％

に上がるという修正が、今後、出てくると思うんですけれど、そこら辺も

当然対応できるような形で考えておられると思います。一つ、経営安定化

のために、一生懸命努力をお願いしたいと思います。 

問（１５） ３ページのほうで、お願いいたします。水道施設近代化工事、

これは耐震性を考慮した水道施設の改良でございますけども、現在の達成

率、全体に対しての達成率。そして、今年度、この事業を行ったらどのく

らいになるのかという。それから、全体的には何年ごろが、これは一応達

成するのかという、年度ですね、何年後かという。まずそこら辺のことを、

ちょっとお聞かせください。 

答（上下水道） 耐震化の達成率ということだと思いますけれども、平成

２３年度末で、１０．３％でございました。今年度、予算のとおりに行い

ますと、１２％ぐらいになるのかなというふうに思っております。平成２

５年度、ちょっと事業量が少ないものですから、目標では、水道ビジョン

を平成２０年度に立てておりますけども、そのときに、１０年後に、２５％

になるようにという目標を立てておりましたけども、そうしますと、年２％

ずつふやしていけばというふうに思っておりましたけども、平成２５年度

で、１３％ちょっと超えるくらいになるのではないかなという見込みでお

ります。 

問（１５） 今、大震災、それこそいつ何どき、発生するかわからない。

こういったふうに心配されておる状況ですけども、やはり、これは当然資

金の面がありますから、非常に厳しいと思いますけど、もう今の考えでし

かないと、これは。いくのは。ちょっとその辺のことを。 

答（上下水道） やはり一度に更新してしまえば、その費用がかさんでし
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まいますので、経営の安定ですね。そういったものをみながらいくと、今

ぐらいが適量ではないかというふうに思っておりますし、お金があっても、

あと、先ほど委員さんが言われましたけれども。人、職員が、そういった

工事の設計、監督をやれる職員というのも必要になってきますので、御理

解いただきたいと思います。 

問（１５） この工事の、どこを工事やるのかという基準や何かはあるん

ですか。今、例えば、老朽化した布設管を替えるときにやってくのかとか、

それともまた別に基準があって、こう進めて行こうかという。これ、何か

基準がありますか、これは。 

答（上下水道） 今、進めているのが一つの事業として、重要給水配水施

設の布設替工事があります。これは、避難所ですとか、病院ですとか、そ

ういったところに、給水している配水管を耐震化していくという事業が一

つでございます。ですが、平成２５年度で、実は、この事業、終わります

ので、その先にどういった補助事業をやっていこうかということを、来年

度考えていきたいと思っております。もう一つが、下水道工事で支障にな

る場所、その箇所を全て耐震管で埋設、布設替えして行くといったことで

ございます。 

問（１１） ２７ページですけども、受水費があると思うんですけども、

議案の説明でも、前年の同量の受水との説明がありましたけれども、高浜

市は愛知県、県営水道しかないということで、県の水に関する事業が、県

水単価に、はね返ってくるということも考えられます。設楽ダムの建設を

されようとしていますが、住民の節水志向もあり、高浜市においても、受

水量は横ばいです。こうして見てくると、このようなダムは必要ないとい

うふうに思うわけで、仮に単価が上げれば水道料金も上がるということに

なっていくと思います。県水に関する事業について、つかんでいれば、お

示しくださいということと、このダムや導水路は、必要ないなど意見を出

しているのかどうか、お答えいただきたいと思います。 

答（上下水道） 委員の言われるとおり、高浜市は企業庁からの浄水を、
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１００％購入しているということでございますけれども、その関係で水源

というのは、非常に安定供給を受けるために非常に重要なものでございま

すので、私のほうは、安定給水のためには、しっかりと水源を確保してく

ださいという要望はさせていただいておりますけども、ダム自体は、２月

の確か１３日だったか、１７日だったかと思いますけども、中日新聞に設

楽ダムのことが載っていたと思います。一つは、水源確保のために既存の

ダムを設置する、つくるという案と。もう一つは、代替案として、１５案

ぐらい確か出ていたと思いますけれども、それに対して、一番効果的なも

のは、既存のダム案というのが一番いいということで、その辺の説明も近

隣の６首長さんですかね、了承をされたという記事が載っておりましたと

いうことでした。あと、私のほうは、平成６年に大渇水がございました。

そのときに夜間断水ということで、市民に大変迷惑をかけました。企業庁

のほうも大変御迷惑かけたということで、当時の知事さんが、二度とこう

いうことは起こさないようにということで、水源の確保ということで、長

良川ですね。そちらのほうの関連を知多半島のほうの水源として整備され

てまいりました。ですから、そういったことで、木曽川導水路ですか、そ

ういった面も水の確保、これは水道だけではなくて、川の水量を守るだと

か、そういった面もございますので、私のほうは、それに対して特に意見

ございません。国、県の事業でございますので、私のほうは、ただ水源を

確保する。安定供給のためにということでお願いしております。 

 

 

委員長 他に質疑もないようですので、議案第２９号の質疑を打ち切りま

す。特別会計及び企業会計につきましては、質疑漏れはありませんか。 

 

 「議事進行。」と発声するものあり。 

 

問（１１） 後期高齢者医療の部分ですけども、４１４ページ、１５ペー
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ジだと思うんですけども。滞納額が出ていますけども、滞納した方につい

てどのような対応をしていくのか、お答え願いたいなというふうに思いま

す。 

答（市民窓口） 滞納者への対策ということでございますが、督促状の発

送はもとより、現年度分の滞納者に対しましては、電話による催告、過年

度分の滞納者の方につきましては、臨戸訪問等により、徴収の強化を図っ

ております。 

問（１１） それで、取り上げも可能だということを聞いてるんですけど

も、そういう人というのは、今回出ているのか、これから出るのという分

ですね、お願いします。 

答（市民窓口） 高浜市におきましては、短期証の発行とか、そういった

ことはございません。通常の保険証を、今、お持ちいただいております。 

委員長 他に質疑もないようですので、以上で質疑を終結いたします。以

上で質疑は、全部終了いたしました。これより採決いたします。 

 

 

 

《採 決》 

議案第２２号 平成２５年度高浜市一般会計予算 

 

        挙手多数により原案可決 

 

 

議案第２３号 平成２５年度高浜市国民健康保険事業特別会計予算 

 

        挙手多数により原案可決 
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議案第２４号 平成２５年度高浜市土地取得費特別会計予算 

 

        挙手全員により原案可決 

 

 

議案第２５号 平成２５年度高浜市公共下水道事業特別会計予算 

 

        挙手多数により原案可決 

 

 

議案第２６号 平成２５年度高浜市公共駐車場事業特別会計予算 

 

        挙手全員により原案可決 

 

 

議案第２７号 平成２５年度高浜市介護保険特別会計予算 

 

        挙手多数により原案可決 

 

 

議案第２８号 平成２５年度高浜市後期高齢者医療特別会計予算 

 

        挙手多数により原案可決 

 

 

議案第２９号 平成２５年度高浜市水道事業会計予算 

 

        挙手多数により原案可決 
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委員長 以上で、予算特別委員会に付託されました案件の審査は全部終了

いたしました。お諮りいたします。本委員会の審査結果の報告の案文は、

正副委員長に御一任願いたいと思いますが、御異議ございませんか。 

 

 「異議なし。」と発声するものあり。 

 

委員長 御異議なしと認め、そのように決定いたします。 

 

 

 市長挨拶 

 委員長挨拶 

 

 

 

                     閉会 午前１１時０１分 

 

 

           予算特別委員会委員長 

 

 

 

           予算特別委員会副委員長  

 

 

 


